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四国横断自動車道（宇和島北～西予宇和）の開通について

大洲河川国道事務所

工務第二課 設計係長 宮本 道郎

１．はじめに

大洲河川国道事務所管内で平成２４年３月１０日に供用した四国横断自動車道（宇和島北～西予宇

和）の事業について紹介します。

２．四国横断自動車道の概要

四国横断自動車道は、阿南市を起点として高松市、高知市を経由し、大洲市に至る延長約 441km

の路線であり、四国四県の広域的なネットワークはもとより四国縦貫自動車道、さらには本州四国連

絡道路と相まって本州との結びつきを深め、四国における産業、経済、文化の発展に重要な役割を果

たすとともに、高規格幹線道路ネットワークの機能強化、及び今後想定される｢東南海･南海地震｣な

どによる災害時の代替路としての役割を担う路線です。

宇和島北 IC ～西予宇和 IC 間は平成 15 年 12 月の国土開発幹線自動車道建設会議において決定された

新直轄方式により整備した区間で、既に供用されている宇和島道路(一般国道 56 号自動車専用道路)

と接続することにより、愛媛県南予地域の発展に一層重要な役割を果たすものと期待されています。

【事業の経緯】 【道路規格】

基 本 計 画：平成 元年 ２月２７日 ○事業延長：Ｌ＝１６．３ｋｍ

都 市 計 画 決 定：平成 ８年１０月２２日 ○構造規格：第１種３級（自動車専用道路）

整 備 計 画：平成 ８年１２月２７日 ○設計速度：８０ｋｍ／ｈ

測 量 着 手：平成１０年 ９月 ○車 線 数：２車線（暫定）

用 地 買 収 着 手：平成１４年 ２月 ○幅 員：Ｗ＝１０．５ｍ

新 直 轄 方 式 の 指 定：平成１５年１２月２５日

工 事 着 手：平成１６年 ３月２０日～

開通（２車線暫定）：平成２４年 ３月１０日

【位置図】

図－１ 図－２
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３．構造物の概要

今回開通した宇和島北～西予宇和の区間では１８橋の橋梁と５つのトンネルで構成されており、

中でも申生田高架橋は国道５６号、高串川、ＪＲ予讃線の上空を跨ぐ非常に条件の厳しい箇所であ

り、施工にあたっては夜間に国道５６号の全面通行止を行い、送り出し架設により架橋しました。

写真－１ 手延べ機の送り出し状況

図－３ 写真－２ 橋桁送り出し後の状況

又、高光トンネルでは掘削後の地山の挙動を管理するＡ計測（天端・脚部沈下測定および内空変位

測定）の自動化や、出来形断面形状を詳細に把握できる三次元レーザースキャナを用いた出来形計測

を適用するなどの情報化施工を実施しました。

項目 採用した新技術 従来の技術 優位性

三次元測定ｼｽﾃﾑによる自動計測 三次元測定ｼｽﾃﾑによる手動計測 自動計測とす

計 ることにより

測 高効率・高頻

Ａ 度・高精度な

計測が可能。

出 三次元ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅによる出来形計測 ﾃｰﾌﾟ・ﾚﾍﾞﾙ測量による出来形計測 断面形状を機

来 械で詳細に計

形 測することに

計 より、高効率

測 ・高精度な計

測が可能。

図－４
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４．期待される効果

◆ネットワークがつながり、道路の速達性が向上

・現道の国道５６号利用と比べて約２０分の短縮

・地域間の交流が活性化

◆高速交通ネットワークがつながり、現道の渋滞緩和

・利用交通が四国横断自動車道に転換することで、国

道５６号の渋滞が緩和

◆災害時の代替路

・「東南海・南海地震」における津波予想浸水区域（宇

和島市吉田町）を迂回し、災害時の代替路確保、救 図－５

助・供給・復旧活動の迅速・安全なアクセスを支援

◆南予地域の特産品出荷を支援し、農水産業の振興に貢献

・地域の主産業である農業、水産業の活性化

◆観光地への利便性が向上

・四国西南地域の観光施設へのアクセス性が向上し、

観光客増加による地域の活性化

◆救急医療活動への信頼性が向上

・高次医療が受けられる医療機関までの搬送時間短縮

に伴う救命率が向上 図－６

５．おわりに

本路線の開通により四国８の字ネットワークのミッシングリンクが１つ解消され、地域活性化や安全

安心の確保など、多面的な効果が発揮され、真に「命の道」としての役割を十二分に果たせるものと

考えています。

写真－３ 西予宇和ＩＣ全景 写真－４ 歯長トンネル坑口 写真－５ 三間ＩＣ全景

写真－６ 新屋敷トンネル坑口 写真－７ 高光高架橋全景 写真－８ 申生田高架橋全景
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